
土づくりをしましょう 
野菜畑は良く肥えた土が良いといわれるが、良い土とは何でしょうか。 
・通気性や排水性が適正で、根が十分に伸びられるような軟らかい状態 
・保水力や保肥力を持っていること（土の粒子がくっつきあった団粒構造の土壌は、空気も十分とお

り、水分保持にも優れています） 
・適正な酸度、肥料分を持っていることなどが良い土の条件です。 
具体的な土づくり 
１．畑をきれいに～耕耘して土を軟らかく  土づくりの第一歩は、畑の清掃からはじまります。雑草が生えていればまず除草します。病原菌
や害虫のすみかになったり、肥料分を奪ったりします。特に植物がなくなった畑は厳寒期に大きく掘

り起こして天地返しをします。この作業は「寒ざらし」ともいいますが、土中に隠れていた内部の土を

冷気と日光にさらすことによって、土中に隠れている害虫の卵や幼虫、病気のもととなる雑菌を減ら

すことです。また、固まった土をほぐして土質を改善する効果もあります。 
２．堆肥など有機物の施用  化学肥料ばかりで栽培を続けると土壌の有機物が減少していき、固く締まりやすくなります。堆肥
の効果は施用直後から急に現れるものではなく、累積的効果が大きいので毎作施用し続けること

が望ましいです。  冬には畑があくことが多いので、春の植え付けに向けて早めに土壌へすきこみ土とよくなじませて
おくと良いでしょう。 
＜施用の目的＞ 
・有機物中の肥料成分を作物が利用する 
・土壌微生物の活性化と種類の増加など土壌の団粒化や病原菌の密度低下を促す 
・土壌とよく混和することで、土壌の通気性や保水性がよくなる 
・土壌の腐植が増加し、保肥力が向上し、肥料の流亡を防ぐ 
＜堆肥・有機物の種類＞  稲ワラ、落ち葉などを発酵させた植物質堆肥と牛や豚、鶏などの糞を主体に発酵させた家畜糞堆
肥とに大きく分かれます。一般に使用される有機物の成分量の目安は下記のとおりです。 



 
＜施用方法＞  堆肥は一度に多量な施用を行うと土壌の肥料バランスをくずすこともあるので、植物質のものであ
れば１ａあたり３００ｋｇ程度、牛糞堆肥で２００ｋｇ程度、豚糞堆肥で１００ｋｇ、鶏糞堆肥で５０ｋｇ程度

に抑えます。家畜糞堆肥を多量に施用した場合は、その後入れる化学肥料は控えめにしましょう。  使用する堆肥は、いずれの種類でも分解がすすんで黒っぽくぼろぼろした感じになり、適度の水
分を含むものとします。分解が進んでない場合は、再度積んで腐熟させてから使用します。種まき

の３週間前に施せば、土壌中で有機物の急速な分解が進んでも野菜へのガス障害を防ぐことがで

きます。 
３．土壌酸度の改良  雨が降ると石灰などが流され土壌は酸性に傾いていきます。野菜はだいたい微酸性（ｐＨ６前後）
で良く育つといわれています。酸度矯正は、作付けする作物や土壌の酸度によって異なります。酸

性に弱いものにはホウレンソウ、タマネギ、トウガラシ、アスパラ、ゴボウ、メロン、セルリー、レタス、

エンドウ、キャベツ、ブロッコリー、トマト、ナス、キュウリなどで、やや強いものにはサツマイモ、サト

イモ、ダイコン、トウモロコシ、最も強いジャガイモ、イチゴなどがあります。 酸度を測定するのが望
ましいが、野菜を従来作付けしている場所では１ａあたり１０～１５ｋｇ程度の施用が目安です。 
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